
 

 

 

 

 

江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

は全
ぜん

国
こく

の大
だい

名
みょう

に参勤
さんきん

交代
こうたい

を命
めい

じました。参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

は、大
だい

名
みょう

たち

が一
いち

年
ねん

間
かん

国
くに

もとで暮
く

らし、次
つぎ

の一
いち

年
ねん

間
かん

は江戸
え ど

(現
げん

在
ざい

の東
とう

京
きょう

)で将
しょう

軍
ぐん

に仕
つか

える

という制
せい

度
ど

です。 

 

 

 

 

 

 

 

『盛
もり

岡
おか

藩
はん

参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

図
ず

巻
かん

(個
こ

人
じん

蔵
ぞう

)』 

盛
もり

岡
おか

藩
はん

の殿
との

様
さま

も、参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

の際
さい

には盛
もり

岡
おか

城
じょう

を出
しゅっ

発
ぱつ

し、奥
おう

州
しゅう

道
どう

中
ちゅう

(ほぼ現
げん

在
ざい

の国
こく

道
どう

4号線
ごうせん

)を通
とお

り、江
え

戸
ど

(東
とう

京
きょう

)までの 139里
り

(約
やく

556km)の道
みち

のりを約
やく

二
に

週
しゅう

間
かん

かけて移
い

動
どう

しました。大
だい

名
みょう

行
ぎょう

列
れつ

は、鉄
てっ

砲
ぽう

や槍
やり

、よろいなどの武
ぶ

器
き

や道
どう

具
ぐ

、長
なが

旅
たび

に必
ひつ

要
よう

な衣
い

類
るい

や薬品
やくひん

などが運
はこ

ばれ、それにともない、家
か

臣
しん

の 侍
さむらい

や足
あし

軽
がる

、鉄
てっ

砲
ぽう

持
も

ちや刀
かたな

番
ばん

、医
い

者
しゃ

など、多
おお

くの人
ひと

々
びと

が加
くわ

わりました。 

一
いっ

方
ぽう

、江
え

戸
ど

には大
だい

名
みょう

の屋
や

敷
しき

がおかれ、江
え

戸
ど

が経
けい

済
ざい

的
てき

に発
はっ

展
てん

することになり

ました。また、大
だい

名
みょう

が領
りょう

地
ち

と江
え

戸
ど

を往
おう

復
ふく

することで、全
ぜん

国
こく

の交
こう

通
つう

が発
はっ

達
たつ

し

ました。 

この絵
え

巻
まき

は、盛
もり

岡
おか

藩
はん

の参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

の様
よう

子
す

が細
こま

かく正
せい

確
かく

に描
えが

かれていて、当
とう

時
じ

の

様
よう

子
す

を知
し

ることができる貴
き

重
ちょう

な文
ぶん

化
か

財
ざい

です。 
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参
さん

考
こう

『別
べっ

冊
さつ

 歴
れき

史
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み

る･学
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勤
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交
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代
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だい

名
みょう

行
ぎょう

列
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会
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社
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洋
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泉
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社
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物
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会
がい

社
しゃ

現
げん

代
だい

書
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モッちゃん 

 来
らい

月
げつ

（４月
がつ

）の 

けんぱくものしりシートは 

民
みん

俗
ぞく

－16 だよ！ 

おたのしみに！ 
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では、盛
もり

岡
おか

藩
はん

の参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

行
ぎょう

列
れつ

の様
よう

子
す

をみてみましょう。 

白
しろ

鳥
とり

毛
げ

槍
やり

( 左
ひだり

)は白
しろ

クマ

の毛
け

、黒鳥
くろとり

毛
げ

槍
やり

(右
みぎ

)は黒
くろ

い鳥
とり

の毛
け

でできた鞘
さや

をつ

けたかざり槍
やり

です。行
ぎょう

列
れつ

を華
はな

やかにして競
きそ

ってい

ました。 

表
ひょう

情
じょう

も 

ゆたかです。 

犬
いぬ

と鷹
たか

も 

お供
とも

して 

います。 

藩
はん

の 印
しるし

をいれた

豪
ごう

華
か

な道
どう

具
ぐ

がた

くさんあります。 

わたしは盛
もり

岡
おか

藩
はん

主
しゅ

の南
なん

部
ぶ

重
しげ

直
なお

。

参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

は、殿
との

様
さま

の妻
つま

や子
こ

は人
ひと

質
じち

として江
え

戸
ど

に残
のこ

すきまりだ

った。そのことで、絶
ぜっ

対
たい

に幕
ばく

府
ふ

に刃
は

向
む

かわせないようにして

いたんだ。だから、江
え

戸
ど

 

で生
う

まれたわたしは 

大
おお

きくなってから 

盛
もり

岡
おか

に来
き

たんじゃよ。 

 

 

江
え

戸
ど

では、参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

などで集
あつ

まる 

華
はな

やかな大
だい

名
みょう

行
ぎょう

列
れつ

を、庶
しょ

民
みん

が 

見
けん

物
ぶつ

するのも日
にち

常
じょう

的
てき

なことでした。 

『武
ぶ

鑑
かん

』とよばれる各
かく

大
だい

名
みょう

家
け

の 

データをまとめた
 

ガイドブックも 

あった
 

というからおどろきですね。 

 

 

 

 
このように整

せい

然
ぜん

と行
こう

進
しん

するのは城
じょう

下
か

町
まち

や

宿
やど

の近
ちか

くだけでした。行
ぎょう

列
れつ

は、一
いち

日
にち

に 30

～40 ㎞を進
すす

みました。江
え

戸
ど

到
とう

着
ちゃく

が遅
おく

れる

と厳
きび

しく罰
ばっ

せられたので、時
じ

速
そく

5～６㎞と、

とても早
はや

足
あし

だったようです。 


